
　

計画起点 

駒ヶ根市北の原 

計画終点 

伊那市 青島 

資料－２ 

上記の観点から総合的に判断し、伊駒アルプスロードのルート帯を「ルート帯Ｂ （天竜川沿いルート）＋ ルート帯Ｃ」に決定しました。 

■交通（安全）  現道の渋滞解消、交通ネットワークの形成、道路の安全性確保の全ての面で「ルート帯B＋C」が優れます。 

■環境      大気質、騒音などの生活環境への影響は「ルート帯B（天竜川沿いルート）＋ルート帯C」、 

         動物、植物への影響は「ルート帯A（現道活用ルート）＋ルート帯C」が、それぞれ優れますが、全体としては同程度と評価します。 

■地域への影響  農地への影響は「ルート帯A＋C」、施工時への影響等は「ルート帯B＋C」がそれぞれ優れますが、全体として同程度と評価します。 

■事業性（費用） 事業費、整備期間ともに「ルート帯B＋C」が優れます。 

（項目別評価） 

国道153号 伊駒アルプスロード ルート帯の決定 

（天竜川沿いルート） 

（現道活用ルート） 


